








要約:小児期の生活要因と成人期のがん罹患の関連について文献レビューを行った。前述の

関連について直接調査されたものは、喫煙以外の要因についてはほとんどみられなかった。

ただし、思春期、青年期の肥満と閉経前乳がんの罹患に関し、コホート研究、症例対照研

究がある。しかし、がん罹患に重要な影響をもつと考えられる食生活については、報告は

皆無である。コホート研究では、食生活調査が不可欠と考えられ、さらに血清等の生体試

料を長期保存し、コホート内症例対照研究に耐えうる調査計画が望まれる。 


